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はじめに
外国銀行の日本進出は，幕末期に始まり，1945年の終戦までに，総数35行63
か店にのぼった。うち，安政条約期（1859－1899年）に進出した13行21か店に
ついては，すでに研究成果を公刊したので（工〕，本稿では，新通商条約が実施さ
れた1899年当時営業中であった4行8か店および同条約実施後第2次大戦終了
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時まで（ユ90ト1945）に日本へ進出した全外国銀行22行42か店について考察す
る。なお，戦前に外地と呼ばれていた地域（朝鮮，台湾等）で設立された銀行
（いわゆる外地銀行）は原則として研究対象に含まない。
　以下，便宜上，新通商条約実施時（1899），明治後期（1899～1911），大正期
（1912一ユ925），昭和前期（ユ926－1941），及び戦時中（1941－1945）に分けて
検討する。
第1章新条約実施時の外国銀行
1　新条約実施の影響
　1859年7月（安政6年6月），「安政5か国条約」（安政年聞に米，蘭，露，
英，仏と締結した修好通商条約の総称）に墓づいて，神奈川（横浜），箱館
（1869年，函館と改称），長崎が開港され，数年後に兵庫（神戸），大阪，新潟，
江戸（1868年東京と改称）が開港された。
　安政5か国条約は，関税自主権の譲許，領事裁判など治外法権を定めており，
不平等条約と称された。このため，新政府は早くから安政条約の改正交渉を進
めてきた緒果，1894年（明治27年）7月，まず日英交渉が妥結し，7月16日
「日英通商航海条約」が調印された。ついで，同年11月日米問に同様な条約が
調印された。そして，翌95年6月ロシア，また96年にはフランス及びオランダ
と新通商条約が締結された。
　これら新通商条約（以下，新条約と略称）は，1899年（明治32年）7月1日
一斉に発効し，それに伴って安政5か国条約は廃止された。その結果，外国銀
行や外国商人は治外法権を喪失し，以後原則として日本の法令を適用されるこ
ととなった。そして，外国銀行の支店や代理店も，本邦銀行と同様に，わが国
政府の監督下におかれることとなったのである。
　当時，わが国において銀行業を営む者は「銀行条例」（明治23年法第72号）
に基づいて大蔵大臣の認可を得ることが必要であった。すなわち，「銀行条例」
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○銀行条例（明治23年法第72号）
第1条公二開キタル店舗二於テ営業トシテ証券ノ割引ヲ為シ又ハ為替事業ヲ為シ又
ハ諸預リ及貸付ヲ併セ為ス者ハ何等ノ名称ヲ用ヰルニ拘ラス総テ銀行トス
第2条　銀行ノ事業ヲ営マントスル者ハ其資本金額ヲ定メ地方長官ヲ経由シテ大蔵大
臣ノ認可ヲ受クヘシ
銀行ノ事業ヲ営ム会社ニシテ合併セントスルトキハ大蔵大臣ノ認可ヲ受クヘシ12〕
　この条例に関連して，「銀行条例施行細則」（明治26年大蔵省令第7号）が定
められていたが，大蔵省は，1899年（明治32年）6月，新条約実施に先だち，
新しい「銀行条例施行細則」を定めた。その抜粋を示せば次の通りである。
　○銀行条例施行細則（明治32隼大蔵省令第24号）
第1条　各人ニシテ銀行ノ事業ヲ営マントスルモノハ左ノ事項ヲ記載シタル認可申講
書ヲ大蔵大臣＿差出スベシ
　1　商号
　2　本店及支店ノ所在地
　3　資本金額
第2条　会社ニシテ銀行ノ事業ヲ営マントスルトキハ認可申請書二定款ヲ添へ大蔵大
臣二差出スベシ
第3条外国会社ガ日本二支店ヲ設ケ銀行ノ事業ヲ営マントスルトキハ左ノ事項ヲ記
載シタル認可申請書二会社定款ヲ添へ支店ノ代表者ヨリ大蔵大臣一差出スペシ
　1　支店ノ商号
　2　支店ノ所在地
　3　支店資本金ヲ定メタルトキハ其金翻3〕
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　また，新条約実施前から日本で営業を行なっていた外国銀行を対象として，
1899年6月次のような認可手続が定められた。
　○日本二於テ銀行事業ヲ営ミタル外国会社又ハ外国人ニシテ新条約実施後ノ営業ヲ
　　継続セントスルモノノ認可申請手続左ノ通リ相定ム（明治32年大蔵省令第30号）
新条約実施前二日本二於テ本店又ハ支店ヲ設立シ銀行事業ヲ営ミタル外国会社又ハ外
国人ニシテ其営業ヲ継続セントスルモノハ明治32年大蔵省令第24号銀行条例施行細則
第1条第2条又ハ第3条ノ規定二準シ地方長官ヲ経由シテ大蔵大臣ノ認可ヲ受クベ
シ14〕
　新条約実施に伴い，上記大蔵省令に準拠して，認可申請書を提出し，認可を
得た外国銀行は第1表に示す4行であった。
第1表新条約実施時の外国銀行支店
横浜支店 神戸支店 長崎支店
香港上海銀行 1899．7．17 1899．7．17 1899．7．18
チャータード銀行 1899，7，17 1899．7，17
ナショナル・バンク・オブ・チャイナ
1899．7．17
露清銀行 1899．7．17 ユ899．7．17
｛注〕数字は認可年月目。
（出典）大蔵省r第7回銀行総覧」明治33年1同畷行便劃大正7年。
　このように，新条約実施時に営業を行なっていた外国銀行4行8支店はすべ
て大蔵大臣から認可を取得し，以降日本政府の監督・規制を受けることとなっ
たのである。
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当時，外国銀行は，支店のほか代理店も開設していた（第2表参照）。
第2表新条約実施時の外国銀行代理店
横浜 神戸 長崎
Mercanti1e　Bank　of　India ○ ○
B劃皿k　of　China　a皿d　Japan ○ ○ ○
Natio皿al　B…mk　of　ChiIla ○ ○
Ba皿que　Russo・Chi口oise O
Comptoir　Natioml　d’Escompte　de　Paris ○
Chartered　Bmk　of1正1dia，Australia　and　China ○
Banq皿e　de1’Indochine ○
Bergisch－Markische　Ba皿k ○
Jacob　E　Dybwad　Bank ○
（出典〕　　丁肋C此蜆㎜な此回”d工距肥o’口η伽1900，Ho1lg吐o皿g，1900．
　しかし，これらの代理店は，明治年聞の大蔵省『銀行総覧』や『銀行便覧』
に記載されていない。その理由は詳らかでないが，代理店は支店と異なり，多
くの場合外国商社の兼営業務であり，規模も小さかったため，「銀行条例」に
墓づく営業認可を申請しなかったのではないかと推測される。
そこで，まず，新条約実施時に日本政府の認可を取得した4行について検討
する（第3表参照）。
2香港上海銀行
幕末開港後，日本へ進出した外国銀行第1号は，1863年（文久3隼）3月に
横浜支店を開設したセントラル・バンク（Central　Bank　of　Westem　India，1861
年設立，本店ボンベイ）であったが，その後明治維新迄の進出銀行は7行にの
ぼった。香港上海銀行（1866年E慶応2年横浜支店開設）は，日本へ進出した
外国銀行としては6番目であったが，幕末の7行中，唯一の生き残りで，平成
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第3表　新条約実施時の外国銀行の主要指標 （1899宰現在）
設立年 本店 資本金
横浜支店資本金（スタッフ） 神戸支店資本金（スタッフ） 長崎支店資本金（スタツフ）
香港上海銀行 1865香　　港 1000万　ドル
125万円　（21） 100万円　（13） 25万円　（3）
チヤータード　　　　銀行 1853ロンドン
80万ポンド 146万円　（工7） 不　明（8）
ナショナル・バンク・オブ・チャイナ
1891香　　港 216万ドル
不　明（4）
露清銀行 工896
サンクト・ペテルブルク
　900万ルーブル 20万円（6） 5万円（2）
（注）カッコ内の数字はスタッフの人数（買弁を含む）。
（出典）丁肋月㎝島㎎刈榊㎜f1899及び切皿“ル棚物一肋1899
の今日まで（第2次大戦中の中断を除き）違綿として在日支店を維持している
英国系の有力銀行である。
　香港上海銀行の特徴の一つは，貯蓄預金に力を入れていた点である。同行は，
1887年（明治20年）に横浜の英文刊行物に貯蓄預金（1回250ドル以内，1人
当り年問1，500ドル以内）の広告を出しているが，新条約実施に伴う銀行業務
の認可申請に際しても，「銀行条例」（明治23年法第72号）に基づく普通銀行の
認可に加えて，「貯蓄銀行条例」（明治23年法第73号）に基づく貯蓄銀行の認可
も取得したのである｛5〕。
　香港上海銀行は，P．＆O．汽船会社（Pe皿insular　and　Oriental　Steam　Navigか
tion　CoInpany），デント商会（Dent　and　Company）など，香港所在の英国系商
社が申心となって，1865年1月払込資本金250万ドルで設立され，同年3月香
港本店と上海支店で同時に開業した。設立当初，同行はHo㎎ko㎎and　Shang－
haiBanki㎎Companyと称し，法人組織ではなかった。設立後，香港総督を通
じて本国政府へ勅許状（Royal　Charter）または法人組織法（Act　of　Incorpora－
tion）に基づく法人化を申請したが，本国政府は植民地条例による法人化を決
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定した（6〕。このため，香港上海銀行には勅許状こそ授与されなかったが，株主
の倍額責任条項などを含む，厳しい内容の条例が制定された。これに伴い，同
行は法人組織に改めるとともに，1867年1月商号をHongko㎎and　Sha㎎hai
Ba血ki㎎Corporati㎝と改称した［7〕。
　香港上海銀行は，1866年5月（慶応2年4月）横浜支店を關設したのに続き，
1870年（明治3年）兵庫（神戸）支店，1872年（明治5年）大阪支店，1892年
（明治25年）長崎支店を開設した。このうち，大阪支店（およそ1年で閉鎖）
を除く3支店が新条約実施時に営業をしていたのである。当時，香港上海銀行
の払込資本金は1，000万ドル，準備金900万ドル，総資産2億2193万ドルであっ
た。また，支店はアジアー円のほか，米国，欧州などに26支店が開設されてい
た｛8）。
　香港上海銀行横浜支店は長い問（1868～1889）居留地62番にあったため，
「六十二番バンク」とよばれていた（9〕。同行は，明治初期に横浜，兵庫両支店
で洋銀券（洋銀免換券）を発行していたこともあって明治政府との関係は良好
とはいえなかったが，1879年（明治12年）9月，政府が円銀と洋銀の並価通用
を企てたとき政府に協力した。さらに，1899年（明治32年）7月，第1回四分
利付英貨公債1000万ポンド（利率4％，期聞55年，無担保）をロンドンで発行
した際には，その引受シンジケート団に参加し，以後，しばしば日本の外債発
行に協力することとなる。
3　チャータード銀行
　チャータード銀行（Chartered　Bank　of　India，Austra1ia　a皿d　China，1853年設
立，本店ロンドン）は，香港上海銀行のライバルであった。チャータード銀行
の日本進出は，1880年（明治13隼）で，香港上海銀行より14年も遅かったが，
銀行そのものは香港上海銀行より長い歴史をもっている。
　チャータード銀行は，英国の東洋貿易に関係する商人，海運業者などによっ
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て，インド，オーストラリア，清国に支店網をもつ為替銀行（資本金64万4000
ポンド）として，1853年に勅許をえて設立されたが，景況の悪化から株式の払
込みに手間どり，57年になってようやく開業に必要な半額の払込みを完了した。
しかし，その矢先インドでセポイの反乱が起こったため，翌58年2月になって
やっと開業された⑩。
　チャータード銀行は，早くから日本進出の機会をうかがっていたが，1860年
の第1次調査では時期尚早と報告され，1866年の第2次調査では，オリエンタ
ル銀行（Orie皿tal　Bank　Corporation，1864年進出）及びマーカンタイル銀行
（Chartered　Mercantile　Bank　of　India，London　and　China，1863年進出）両行の活
動状況からみて，新規参入は困難と判断されたω。
　しかし，1870年代に入って両行の勢力が次第に衰退し，さらに，マーカンタ
イル銀行が1879年に横浜支店を一時閉鎖したため，チャータード銀行も遂に日
本進出を決意し，1880年に横浜支店を開設した。同行の神戸進出はさらに遅く，
1895年になって支店を開設した。チャータード銀行神戸支店は，1902年（明治
35年）12月，神戸同盟銀行手形交換所（明治30年設立）への加入を認められた。
これはわが国における外国銀行の手形交換所加盟第1号であったω。
　新条約実施当時，チャータード銀行の払込資本金は80万ポンド，準傭金は37
万5000ポンド，総資産はu83万ポンドであり，支店は英本国に1カ店，東洋各
地に20か店が設置されていた㈹。
4　ナショナル・バンク・オブ・チャイナ
　ナショナル・バンク・オブ・チャイナ（National　Bank　of　China，1891年設立，
本店香港）は，香港上海銀行と同様に，香港で設立された英国系銀行であるが，
華僑資本が含まれている点に特色がある。即ち，この銀行は，香港及び清国の
開港場で活動する清国商人たちの要望をうけて英国系ラッセル商会（Russell＆
Co．）が中心となって，1891年に設立された銀行である。このため，資本金50
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万ポンド（ドル換算250万ドル）の大部分は，清国商人によって引き受けられ
た。1892年にまず香港の本店が開業し，続いて履門，上海，横浜に支店が關設
された蝸。
　ナショナル・バンク・オブ・チャイナは1892年に横浜へ進出したが，新条約
実施当時，払込資本金216万ドル，準備金11万ドル，総資産787万ドルを保有し，
支店を上記3か店のほか，ロンドン，シンガポールに開設していた蝸。同行は，
設立後1年もたたないうちに，筆頭株主であったラッセル商会が破綻したため，
その存立基盤を失い，解散を余儀なくされた㈹。これに伴い，同行横浜支店も
1903年（明治36年）に閉鎖されたω。
5　露清銀行
　露清銀行（Banque　Russo－Chinoise，英文名Russo－Chinese　Bank，漢文名，露
清道勝銀行，1896年設立，本店サンクト・ペテルブルク）は異色の銀行である。
同行は，日本へ進出した最初のロシア系銀行であり，しかも，日本における最
初の支店を長崎に開設したのである。
　この銀行は，ロシア，フランス，清国の共同出資（ロシア，フランスが各
300万ルーブル出資，清国は別口出資）により，1896年1月，帝政ロシアの首
都サンクト・ペテルブルクに設立された国際合弁銀行であった胸。同行は，
1897年8月長崎支店を，翌98年8月横浜支店を開設した。日本における最初の
支店を長崎に開設したのは，同行が，ロシア，フランス，清国の3国合弁銀行
であったとはいえ，その主導権はロシアが握っており，しかも，当時長崎がロ
シア艦隊の冬期寄港地として重用されていたためである。
　露清銀行横浜支店の開設は，新条約の実施直前であったが，当時，同行の払
込資本金は900万ルーブル，準備金28万ルーブル，総資産3882万ルーブルで，
支店は国内外に18か店が設けられていた⑲。
　1899年（明治32隼）当時，わが国の銀行数は1561行を数えていたが，うち，
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海外に支店・出張所をもつ銀行は横浜正金銀行，第一銀行，京浜銀行，第五十
八銀行，十八銀行の5行であった。しかも，欧州諸国に支店を開設していたの
は横浜正金銀行だけであり，他は何れも近隣諸国であった（第4表参照）自O。
しかしながら，横浜正金銀行はわが国政府・民間の支援によって業容を急拡大
し，当時すでにわが国の貿易為替のおよそ半分を占めるに至っていたことは注
目に値しよう。
第4表本邦銀行の海外支店・出張所 （1898年12月末現在〕
海外支店 海外出　張所
横浜正金銀行（横浜） ロンドン
第一銀行（東京） 仁川，釜山
第五十八銀行（犬阪） 仁川，京城，釜山
十八銀行（長崎） 仁川，釜山，元山
京浜銀行（東京） ホノルル
合　　計 工0 7
（出典〕犬蔵省隙6回祭行総覧j｛明治31隼末〕。
　横浜正金銀行は，1880年（明治13年）2月「本邦人の手で，正銀取引の一大
銀行を設立し，正銀の供給運転に便し，務めて内外商人の問に介在して金融の
円滑を図り，夫の外国銀行の向ふを張って大に彼らに制肘を加へ，漸次我商権
を回復しなければならん」ωとの意向から資本金300万円（うち，政府出資100
万円）で，横浜に設立されたものである。安政の開国以来，もっぱら外国商人
や外国銀行の手中にあったわが国の外国貿易及び外国為替取引を，わが国の商
人・銀行の手で行なおうとする気運がようやく高まってきたのである。
　同行は，改正「国立銀行条例」（明治9年太政官布告第106号）に基づいて設
独
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立された銀行であるが，その後に制定された「横浜正金銀行条例」（明治20年
勅令第29号）によって，法的地位が強化された。これを契機に同行の外国為替
取扱高は急速に伸び，横浜や神戸における外国銀行の営業に大きな影響を及ぼ
すこととなる。チャータード銀行の横浜支店開設は，偶然にも横浜正金銀行の
設立と同一時期であったため，前者は支店設立当初は苦戦を余儀なくされたと
いわれる。
　1899年当時，横浜正金銀行の払込資本金は900万円，準備金696万円，総資産
1億2942万円であった。また，支店・出張所は国内1か所（神戸），海外8か
所（第4表参照）に設けられていた勉。また，1899年における日本の輸出入為
替の大半は横浜正金銀行によって占められていた鱒。
　一方，第一銀行（1896年9月設立）の前身である第一国立銀行（1873年設
立）は，1878年（明治11年）6月，朝鮮半島の釜山に支店を開設したのに続き，
1880年元山津に，さらにユ882年仁川に出張所を開設し，一般金融業務のほか銀
行券も発行していた。また，地理的に朝鮮半島に近い十八銀行（長崎）及び第
五十八銀行（大阪）も朝鮮半島に支店を設けていた。しかし，1909年（日韓併
合の前年），朝鮮半島の中央銀行たる韓国銀行の設立に伴い，第一銀行の同地
おける業務はすべて新設の韓国銀行に移譲された㈱。
第2章　明治後期の外国銀行
　1899－1911年（明治32一必年），すなわち明治後期には，すでに述べた4行
に加えて，新たにインターナショナル銀行（IntematiomlBanki㎎Corpora－
tion），金門銀行，日米銀行（以上，米国系），独亜銀行（ドイツ系）・日英銀
行（英国系），合盛元銀行（清国系）が日本へ進出した。また，露清銀行は3
番目の支店を神戸に開設した。合盛元銀行は，神戸支店のほか，東京に出張所
を開設したが，これは東京における外国銀行第1号であった。
　一方，ナショナル・バンク・オブ・チャイナ，金門銀行，日米銀行及び合盛
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元銀行が，数隼後に支店を閉鎖し，日本から撤退した。また，露清銀行及び独
亜銀行は，それぞれ日露戦争中及び第1次大戦中，日本と敵対関係に立ったた
め，一時支店を閉鎖したものの，戦争終結後再關した。
1　露清銀行の積極経営
　露清銀行は，工900年（明治33年）5月28日神戸支店（支店資本金20万円）を
開設した。長崎，横浜についで3番目の在日支店であった。これら3支店の資
本は，長崎が約5万円に対して，横浜，神戸は各20万円であった㈲。興味深い
のは，「長崎は殆ど全く露国軍艦経費の出納を掌る位に止まり，神戸は主に清
商に融通を与ふるものにして，横浜はその方針をなるべく商業手形の割引に向
け」ていた点である㈱。同行は日本進出当初は，「露国人支那人のため為替其
の他露国艦隊石炭買込み等の便利に供し，其初め居留地外人のみに取引せるも
近来は日本商人とも金談をなし，公債又は商品に対し，大胆にも月8朱の薄利
を以て営業を勉むる」ほどであった㈲。
　露清銀行神戸支店は，開業早々きわめて積極的に営業活動を展開し，清国蘭
人のみならず，本邦企業へも盛んに貸出を行なったが，同時に以下にみるよう
なトラブルにも巻き込まれた。
　（1）峰地炭坑への貸付金30万円
　露清銀行神戸支店は，支店開設後閥もない1900年（明治33年）8月，九州の
峰地炭坑（出炭量，月間約1万トン）の坑主，久良知寅次郎に対して，同炭坑
を担保とし，帝国商業銀行（本店東京）の保証により，30万円を期問1年，金
利日歩3銭3厘（年利12，045％）で貸付けた鯛。貸付の実行方法は，帝国商業
銀行，第百十銀行（本店下関）並びに坑主久良知寅次郎の裏書した約束手形と
引替えに，30万円のうち22万円を貸し渡し，残り8万円は同年12月ユ日に手渡
すこととされた。返済は月2万円づつとし，シーマン商会に託して売却される
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石炭の売上代金が充当される約束であった。
　この貸付が成立すると，九州地方の炭坑主より露済銀行に対して融資を求め
るものが俄然多くなった。露清銀行は，本邦銀行と異なり，6か月ないし1年，
あるいは2－3年の長期貸付を行なうため，従来より各種商人から借入申込み
が多かったが，何分申込者の信用が定かでないうえ，小口の貸付は手数がかか
るために回避してきた。しかし，この炭坑融資は，帝国商業銀行の保証付であ
るため応じたもので，九州の炭坑は概して小規模でもあり，これを機に炭坑融
資を拡大するつもりはない，との方針であった乳
　（2）福山紡績への融資25万円
　ついで露清銀行は，清国商人を経由して，本邦紡績会社へ融資を行なった。
1900年（明治33年）末，清商興泰号神戸支店は，福山紡績会社振出の手形に対
し，期間3か年，25万円を限度に裏書を行なうこととし，福山紡績は興泰号に
対し，土地建物及び器械を抵当に入れ，年8分の利息を支払うこととした。又，
同社が使用する綿花はすべて興泰号から供給することを原則とし，もし同号に
綿花がないか又はあっても他社より高い場合には他社からの買付けは自由であ
るが，その金額の1分を口銭として，興泰号に支払うこととされていた臼O。
　13）露清銀行と百三十銀行
　愛知県の豊川鉄道株式会社（現，J　R東海飯田線）は，資金繰り悪化のため，
ユ901年（明治34年）2月，露清銀行に対して，同社々長横山孫一郎振出の約束
手形による融資を依頼した。これに対して，露清銀行は相応の銀行保証を要求
したため，同社は，百三十銀行（本店，大阪）の保証を取り付けることとした。
　そこで豊川鉄道は，同年2月21日及び同月23日付，期間6か月（満期8月21
日）の約束手形2通（各10万円）を百三十銀行西陣支店宛に振出し，同店支配
人近藤千吉が裏書をなし，これを露清銀行神戸支店に持ち込んで，20万円の融
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資をうけるに至った。しかし，満期日に至り，横山孫一郎が手形金の支払いを
怠ったため，露清銀行は直ちに拒絶証書を作成し，裏書人である百三十銀行に
対して遡及請求を行なったのである㈱。
　ところが，百三十銀行は，すでに支配人近藤千吉を解雇し，かつ行印盗用で
告訴したことを理由に遡及請求を拒否したため，露清銀行はただちに訴訟をお
こし，3者入り乱れての紛争事件へと発展した。
　これに対して，百三十銀行は，神戸地方裁判所へ，手形無効確認の訴えをお
こした。理由は，近藤千吉は登記した支配人ではなく，したがって銀行を代表
して裏書する権限はない，という点にあった。しかし，露清銀行は支配人登記
の有無は第3者への対抗要件と無関係であり，したがって代表権がないという
のは通らない，と主張した。
　本件に関して，露清銀行神戸支店代理人，白井勝悟は神戸銀行集会所及び大
阪銀行集会所へ本件当否の判断を求めたため，大阪銀行集会所委員長小山健三
は，両行問の紛争調停に動いたが不調に終わり，結局，9月14日，露清銀行代
理人弁護士長島鷲太郎は，百三十銀行に対して，約束手形金請求の為替訴訟を
大阪地方裁判所へ提起した飼。
　その後，神戸外国人商工会議所の働きかけで，神戸，大阪の両商工会議所も
紛争の調停に乗り出したが，露清銀行神戸支店長ベネデクテルはあくまで拒否
したため，不調に終わった。
　裁判は同隼10月2日に開始され，9日に判決が言い渡された。その内容は
「被告（百三十銀行）は原告（露清銀行）に対し，金20万円及び之に対する明
治34年8月22日より本件弁済に至る迄積算したる年6分の利息を支払うべし，
訴訟費用は被告の負担とす」というものであった。
　百三十銀行は，即日重役会を開き，判決に服して弁済をなすことに決し，2
月10日その旨露清銀行へ通告した。そこで露清銀行神戸支店は，12日午後，店
員廠柄生ほか1名を送り，百三十銀行本店（大阪）に於いて同行副支配人杉本
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安吉，豊川鉄遣社長横山孫一郎などの立会のうえ，元金20万円，8月21日より
10月9日に至るまでの利子1610円95銭を受け取り，一件落着となった㈱。
　（4）露清銀行と買弁衰子壮との紛議
　露清銀行神戸支店は自行の買弁（コンプラドール）との問にも紛争を惹起し
た。買弁は広義の使用人であるが，自己の名をもって銀行のために取引を行な
い，一定の手数料をとる，といった特異な存在であった㈱。
　露清銀行神戸支店は，1903年（明治36年）1月12日付広告により，同行買弁
衰子壮がすでに解雇され，自今同行と一切関係ない旨を公表したが，その数か
月後，衰子壮に対して17万円の保証債務弁償金請求の訴えを，東京地方裁判所
へ提起した。これに対して，衰は逆に露清銀行に対して，53万円請求の反対訴
訟を提起した鉤。
　その理由は，衰の在任中に露清銀行が横浜蚕糸銀行をはじめ北海道の下村氏
其他2，3の会社に貸付けた資金がその後債務者の破産その他の理由により償
還の見込みがなくなった際，同行はその責任を哀に帰し，衰において債務者に
対し償還請求中，露清銀行はまず衰の身元保証資本たる上海の某波止場を売却
し，次いで彼を解雇したのである。このため，衰は債務者に対する権利を剥奪
され，著しい損害をうけたためとされていた鯛。
　露清銀行対衰子壮係争事件について，東京地方裁判所は，蓑の反訴53万円よ
り露清銀行の本訴17万円余を差引き，残額35万9000円に対する仮差押を許可し
た。そこで，衰は，1904年（明治37年）2月13日露清銀行横浜，神戸の両支店
につき差押実行に着手したところ，両支店とも日露戦争（同年2月8日開戦）
により，すでに2月10日閉鎖されており，金庫の中に金銭は皆無であった碗。
　他方，露清銀行には関西貿易合資会社に対する債権があり，同社清算完了に
より2万9000円が支払われることとなったが，かねてより露清銀行に対し損害
賠償の訴訟をおこしていた衰子壮はこの債権を差し押さえた。また，日本帝国
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海軍によって捕獲された東清鉄道株式会社鯛の汽船内にも露清銀行の所有する
貨幣ユ万ルーブルがあったが，これに対しても衰は日本政府へ出願のうえ，
1904年（明治37年）4月30日，佐世保軍事裁判所の許可を得て差押えを行なっ
た㈱。
　当時，外国銀行や外国商社の多くは買弁を使っていたが，チャータード銀行
も1905年（明治38年）に買弁との聞にトラブルをひきおこした㈹。
　チャータード銀行神戸支店が保有していた清商「協同豊号」振出しの手形16
万9500円が，振出人の倒産により，回収不能となった。ところが，この手形に
はチャータード銀行神戸支店の買弁「飽翼君」の裏書があったため，同行は裏
書人に弁済を求めることとした。チャータード銀行には飽の身元保証金3万円
があった外，飽の財産も約2万円あり，「加之呉錦堂其他2，3有力なる清商
は銀行に対して飽の保証人たるを以て多分示談にて落着すべく銀行に於ても其
目的にて交渉中なりと云えり」（丁銀行通信録』明治38年10月15日）と記されて
いる。しかしながら，この問題の結末のほどは明らかでない。
　（5）日露閑戦と露清銀行
　1904年（明治37年）2月8日の日露關戦により，日本国内における露清銀行
各支店は閉鎖の止むなきに至った。すなわち，「同行横浜支店は，2月9日横
浜銀行集会所へ脱会届を提出して翌10日閉店し，同時に神戸，長崎の各支店も
閉鎖して本邦を引揚げた」ωのである。
　日露戦争は，1905年（明治38年）7月に終結し（9月に講和条約調印）露清
銀行の横浜支店は同年12月再開されたが，神戸支店の再開は1920年（大正9
年）であり吻，長崎支店はついに再開されることがなかった。長崎では，ホー
ム・リンガー商会（HoIme，Ri㎎er　and　Co．）へ代理店を委託したのである㈱。
　露清銀行は，1910年（明治43年）10月，フランス系の北方銀行（Banque　du
Nord，本店サンクト・ペテルプルク）と合併し，露亜銀行（Russo－Asiatic
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Bank）と改称した幽。
2　インターナショナル銀行
　1902年（明治35年）10月8日，米国系のインターナショナル銀行（Inter－
national　Banki㎎Corporati㎝，1901年設立，本店ニューヨーク，但し，当初は
コネチカット州）が横浜支店（支店資本金10万円）を關設した網。同行は，新
条約実施後に日本へ進出した外国銀行第1号であり，同時に，日本へ進出した
米国系銀行第1号であった。
　インターナショナル銀行（当初，資本金500万ドル）は，もともと東洋に於
て外国為替を独占していた英国の海外銀行に対抗するため，1901年6月，米国
コネチカット州議会の特勅状をえて設立されたものである。当初は，インター
ナショナル会社（IntematioMCompany）と称し，その業務範囲は，普通銀行
業務以外に不動産銀行，投資銀行の業務又は信託業務を営むのはもとより，商
業，工業，仲立業，鉱山業，海陸運送業，及び建築土木工事の請負などきわめ
て広範囲に及んでいた㈹。
　しかしながら，1901年12月の株主総会決議によって海外業務重視方針が決定
され，会社名もインターナショナル銀行（Intemati㎝a1Banking　Corporati㎝）
と改称された。かくて，同行は直ちに，サンフランシスコ，メキシコ，清国，
日本，フイリピン，並びにインドに支店を開設し，1904年に紐育保証信託会社
（Guaranty　Trust　Company　of　New　York，ユ897年設立）の東洋における業務を
継承した緒果，極東における唯一の米国銀行となるに至った。さらに，1903年
にパナマ・米運河条約に基づくパナマ運河工事の進捗（1913年開通）に対応し
て，インターナショナル銀行はパナマに3支店を関設し，1910年頃に内外支店
は19か所を数えた。
　日本においては，1902年（明治35年）10月8日に横浜支店（支店資本金10万
円）を開設したのに続いて，19C4年8月ユ日神戸支店（支店資本金5万円）を
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開設した例。そしてユ920年代には，大阪にも支店を關設するに至る。
　インターナショナル銀行の商業登記は横浜区裁判所によってr横浜貿易新
聞』（明治35年11月28日）に公告されている。同行の登記番号は，「外国会社登
記簿」（株式会社1部）第45号であるが，他の外国銀行に関する登記公告は見
当らず，何故，インターナショナル銀行に限ってこのような扱いを受けたのか
明らかでない。
3　独亜銀行
　1905年（明治38年）10月6日，ドイツ系の独亜銀行（Deutsch－Asiatishe
Bank，1889年設立，本店上海）が，横浜支店（支店資本金100万円）を開設，
続いて，翌年5月18日，神戸支店を開設した綱。ドイッ系銀行の日本進出は，
1875年（明治8年）にドイッ銀行（Deutsche　Bank，本店ベルリン）が横浜支
店を閉鎖して，日本から撤退して以来30年ぶりのことであった。
　独亜銀行は，ドイツの外国貿易及びドイツ企業の海外進出を支援するため，
ディスコント銀行が中心となり，ドイッ銀行，ドレスデン銀行など13行の共同
出資により1889年5月，上海で設立されたものである。かつて，ドイッ銀行が
1870年代に東洋へ進出したものの，銀価下落による採算悪化で数年で撤退した
経緯があり，今回は10数行による共同事業の形をとったのである。
　独亜銀行設立の主たる目的は，本国と東洋問の為替取引を円滑ならしめ，貿
易の発展を図ることにあったが，同時に当時隆々たる母国勢力を背景として，
清国に対する借款供与，各種利権の獲得等の経済戦争に参加し，英仏の先進諸
国をも凌駕せんとする勢を示し，業績も目覚しかった。また，同行は，当初海
外において，銀行券並びに補助貨の発行権を有したばかりでなく，不動産貸付
の資源を得んため，債券の発行権をも有し，単に貿易金融のみならず，企業金
融をも営んでいたのである包9。
　独亜銀行の資本金は当初500万上海両であったが，1904年に750万両に増資し，
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1906年全額払込済となった。本店は上海におき，支店は，1896年ベルリン及び
カルカッタに，97年天津，漢口及び青島に，99年香港に開設された。その後，
今世紀に入り，1904年斉南，1905年北京及び横浜，ユ906年神戸及びシンガポー
ルヘと支店網を拡大した副。
4　金門銀行と日米銀行
　1900年代初めに，二つの日系米国銀行が横浜へ進出した。1906年（明治39
年）8月1日に横浜支店（支店資本金20万円）を開設した金門銀行（1906年設
立，本店サンフランシスコ）及び，1907年10月26日に横浜支店を開設した日米
銀行（設立年不詳，本店サンフランシスコ）がそれである制。両行とも米国在
留邦人により設立されたものである。
　金門銀行は，米国カリフォルニア州における本邦移民の預金および送金為替
の取扱い等を目的として，1906年1月，横浜正金銀行出身の宗方茂八（設立後，
支配人），柴田又吉（同，頭取）らにより，資本金20万ドルで，サンフランシ
スコに設立されたものである。同年中に，オークランド，ロサンゼルス，横浜
に支店を閑設した㈲。同年10月，同行へ数名の強盗が押入り，支配人宗方茂八
を殺害し，書記佐々木某にも致命傷を負わせたうえ，現金3000ドルを強奪して
逃走する，という事件に見舞われた鈎。
　金門銀行は，1909年4月，本店において預金の取付けにあい，横浜支店も4
月5日，支払を停止した㈱。たまたま，広島県出身者で，米国に移住した岡村
力三郎及び岡村喜太郎の二人が，同年3月，一時帰国のため乗船直前に，合計
636円35銭をサンフランシスコ本店から横浜へ為替送金した。そして横浜に到
着後，横浜支店へ送金の受領を申し出たところ，本店が取付けにあい休業中の
ため，支払を拒否された。そこで両人は，横浜地方裁判所へ金門銀行の破産申
講を提出したのである樹。かくて金門銀行横浜支店は，因年6月12日に閉鎖さ
れてしまった繍。
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　一方，日米銀行（本店サンフランシスコ）も，資本金40万ドルで，在留邦人
によって設立されたもので，金門銀行に類似している㈲。支店は，ロサンゼル
ス及びチグデンに開設されていた。横浜支店の開設は，1907年（明治40年）10
月で，金門銀行の約1年後であった。同行は，横浜では，第百銀行横浜支店に
手形交換を委託していた鯛。
　日米銀行は，1909年（明治42年）10月21日，本店の指示により，「事務整理」
のため，30日間の臨時休業を発表した㈲。同行も，金門銀行と同様，その後為
替受取人よりの訴えにより，横浜地方裁判所において破産の宣告をうけ，控訴
したものの棄却されたため，1911年（明治44年）9月16日，銀行認可書を大蔵
大臣に返納し，解散した60。
5　日英銀行
　1906年（明治39年）11月30日，日英銀行（A㎎loJapanese　Bank，1906年設立，
本店ロンドン）が横浜支店（支店資本金20万円）を開設した。本邦資本と外国
資本の合弁銀行による国内支店開設第1号であった。明治後期には，わが国の
経済発展を背景に日英銀行をはじめ日独銀行，日米銀行（前述のものとは別），
日清銀行，日韓銀行，日仏銀行など，外資との合弁銀行構想が多数打ち出され
たが，結局，実現をみたのは，日英銀行と日仏銀行の2行だけである㈱。
　日英銀行は，文字通り日英両国の共同出資（当初資本金200万ポンド）によ
り，1906年（明治39年）5月，ロンドンで設立され，同年11月横浜支店を開設
するに至る飼。同行創立時の取締役会構成員8名のうち，別表にみるように，
日本人は3名含まれていた（但し，出資比率は不明）。
　日英銀行の株式発行総数20万株（1株10ポンド）のうち，10万株は発起人が
引受け，10万株は公募発行とし，払込みは申込みの際1ポンド，割当の際1ポ
ンド10シリング，さらに3か月以内に2ポンド10シリングを払込むこととされ
た（残額5ポンドは会社清算の際にのみ払込むとされた）㈱。公募は1906年5
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第5表　日英銀行創立時の取締役
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会
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取
取
取
取
取
締
締
締
締
締
締
締
長：W．B，Perceva1，Director，Uni㎝BankofAustra1ia
看受　：　J．P．Smi他，Ordinary　Director，Union　B；mk　of　Scotland
役：J．Mac㎜drew，Dlrector，L㎝d㎝Banki㎎Corporati㎝
オ受　：　G．de　Reuter，Director，Royal　Bank　of　Persia
看受　：　H．Ed1皿a1m，Director，Bank　of　Co皿皿erce
役：門野重九郎大倉組倫敦支店長
役：大倉喜ノ噸瞳大倉組頭取
役：浅野総一郎　東洋汽船会社社長
（出典）　『銀行通信録』第4ユ巻，第248号、明治39年6月15日。
月15日ロンドンで行なわれたが即日満株に達し，結局2割以上の応募超過と
なった。第2回（2ポンド1Oシリング）の払込みも順調に進捗し，10月4日ま
でに払込みが，開業に必要な資本金の半額に達した倒。しかしながら，横浜支
店の關設に必要な日本政府の認可に手間どり，1906年11月30日漸く支店が開設
された。初代横浜支店長にはロスーテーラーO．W．Ross－Tay1or）がロンドン
から派遣された㈱。
　パーシバル日英銀行会長は，設立後間もない1908年（明治41年）に来日し，
本邦各界要人との会談を通じて日本の経済事情を調査した結果，東泉支店を新
設して対日営業の拠点とすることとし（横浜支店は存続），そのために資本金
を倍増させる方針を決定した㈱。かくて，1909年11月5日東呆支店が開設され
た。日英銀行東京支店は，1901年（明治43年）3月以降，第百銀行に手彩の代
理交換を委託していたが，これは東京手形交換所において外国銀行が委託銀行
となった最初のケースであった鋤。
6　合盛元銀行
1907年（明治40年），清国の合盛元銀行（設立年不詳，本店遼寧省安東）㈱が
日本へ進出した。同年2月6日に神戸支店（支店資本金5万円），4月17日に
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東京出張所（出張所資本金5万円）を開設したのである㈱。合盛元銀行は日本
へ進出してきた清国系銀行の第1号であり，また，同行東京出張所は東京にお
ける外国銀行第1号であった（日英銀行東京支店に1年先行）。
　合盛元銀行は中国の伝統的な金融機関の一つであった。中国古来の金融機関
には票荘（別名，票号，涯票荘，免涯荘），銭荘があり，前者は為替業務を主
とし，後者は，両替業務を主としていた。票荘の起源は「明末清初ノ際閣王ノ
乱二当リテ山西二康某ナルモノアリ山海関ヲ出テテ，遼陽・奉天二至リ商業ヲ
営ミ満州要路ノ人ト結託シ，其族人ト共二全国ノ為替業務ヲ掌握セシニ始マリ
シモノニシテ其由来頻ル遠シ」㈹といわれる。票荘は山西人によって始められ，
しかも長い問，殆んど山西人によって経営されていた。合盛元（日本では合盛
元銀行と称していた）もそうした山西票荘の一つであり，合盛元銀行神戸支店
も「山西奉商」を冠していたω。横浜正金銀行の調査によれば，1911年（明治
44年）当時，安東には「山西票荘（謂）20軒アレトモ敦レモ派出員数名他商店
内二寓居シ別二店舗ヲ開キテ営業ヲシ居ルモノナシ，其大ナル者ハ僅カニ2，
3者二過ギス志誠信，合盛元，大盛川等其重ナル者ニシテ1箇年ノ取引高500
万両位ナリト云フ，他ハ遥カニ少額ナリ」という状況であった㈲。
　山西票荘は為替のほか貸付も行ない，従来中国における金融機関として最有
力で経営基盤も固く，資本も比較的豊富であり，しかも営業方法が堅実であっ
たため中国人閻の信用も厚く，その営業区域も「東ハ東3省（東北）二至リ，
西ハ新彊ノ廼化二達シ，南ハ雲南広東各省二及ヒ，北ハ蒙古ノ庫倫，恰克図等
辺阪ノ地ニモ支店或ハ取引店ヲ有シ，殆ンド国内ノ全金融ヲ司リ，中国固有ノ
金融機関トシテ活躍シ」ていた。ところが，阿片戦争（1840－1842）後，上海
など5港が關港されて以降，オリエンタル銀行をはじめ英国系銀行が相次いで
中国へ進出，支店を開設することとなる。さらに，19世紀末から中国資本によ
る近代的金融機関（第1号は，1896年設立の中国通商銀行＝本店上海）の設立
をみることとなった。この結果，票荘の為替業務は次第に困難になっていたが，
　256
　　　　　　　　　　　　戦前期の在日外国銀行（上）　　　　　　　　　　　　65
加えて革命，動乱が続いたため，山西票荘中最も信用厚く，資金が豊富だった
日昇昌，合盛元，志一堂なども相次いで倒産を余儀なくされた㈲。
　このため，1907年に日本へ進出した合盛元銀行は，はやくも1911年7月，神
戸支店及び東京出張所を閉鎖したω。この間，その活動を知る手がかりはほと
んどない。
7　小括
　明治後期（1899～1911）にわが国において営業を行なっていた外国銀行は，
総数10行19支店である（第6表参照）。このうち，香港上海銀行以下4行は新
条約実施前にすでに進出していたものであり，新規の進出はインターナショナ
ル銀行以下6行である。
　新条約実施前に進出した外国銀行は英国系を中心とする欧州系によって占め
られていたが，新条約実施後の進出銀行はまことに多彩であり，米国系3行
（うち，2行は在留邦人の設立したもの），欧州系2行（うち1行は，日英合
弁），清国系1行に分かれる。しかしながら，これら外国銀行の盛衰は激しく，
明治後期にナショナル・バンク・オブ・チャイナなど4銀行が支店を閉鎖して
日本から撤退したほか，露清銀行の神戸，長崎両支店も閉鎖された臼㌔
　新条約の実施に伴い，外国銀行在日支店も本邦銀行と同様に財務諸表を大蔵
省へ提出することとなった。外国銀行から提出された財務諸表を集計したもの
が大蔵省編『銀行便覧』等に掲載されている。明治後期における，在日外国銀
行ならびに本邦銀行の主要計数を比較対照すれば第7表の通りである。
　まず，貸借対照表項目でみる限り，外国銀行の業容は，本邦普通銀行の2％
前後の規模にとどまっている㈱。とくに，資本金は，1876年（明治9年）頃，
外国銀行の資本金の3910万ドルに対して本邦銀行の資本金35ユ万円（何れも準
備金を含む）であった事実と対比すると，本邦銀行の数及び資本金の規模の拡
大が目覚ましい。一方，貸出金は，1904年以降増加傾向にあるものの，1911年
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にやっと2．5％規模に達したにすぎず，預金は本邦銀行のわずか1％にとど
まっている。
　幕末開港以来長い問外国銀行の独壇上であった外国為替の取扱いは，1880年
（明治13年）に横浜正金銀行が設立され，外国銀行による独占体制が崩壊する。
そして，1899年には横浜正金銀行のシエアは過半数（52．3％）に達したとみら
れたが，1911年には，外国銀行勢がいく分挽回し，横浜正金銀行のシエアが
47．7％へ低下している。
　いま，1911年（明治44年）における外国銀行問の外国為替取扱高をみると，
香港上海，チャータード両行が2桁のシエアを保持しているのに対して，イン
ターナショナル銀行以下，後発3行のシエアはいずれもひと桁にとどまってお
り，先発の壁の厚さを示唆している（第8表参照）。
　さらに，外国銀行の地域別特徴をみれば第9表の通りである。なお，当時外
地と称した植民地についてみると，台湾（1895年日本が領有）に於ては，1899
年（明治32年）に台湾銀行が，また朝鮮（1910年日韓併合）においては1909年
（明治42年）に朝鮮銀行がそれぞれ発券銀行として設立されたが，これらの銀
行は同時に外国為替業務も取扱い，台湾銀行は主として華南，東商アジア，イ
第8表　主要銀行の外国為替取扱高（1911年） （単位：円〕
銀　　行　　名 輸出為替 輸入為替 合計（対貿易額比％）
横浜正金銀行 202，302，486230，289，860432，592，346（45．0）
香港上海銀行 137，084，221146，079，788283，164，009（29．5）チャータード銀行 49，917，04568，549，212118，466，257（12．3）
インターナショナル銀行 24，036，36641，754，14465，790，510（6．8）
露　　亜　　銀　　行 12，000，92214，750，88226，751，804（2．8）
独　　亜　　銀　　行 10，978，89514，401，92725，380，822（2．6）
外国銀行小計 243，017，449285，535．953519，553，402（54．1）
含　　　　計 436，319，935515，825，813952，145，748（99．1）
〔出典）大蔵省繍噸治大正財政史』第17巻，480ぺ一ジ。
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ンド方面を舞台に，朝鮮銀行は満州，華北を中心に業務を展開した㈲。
　明治後期における外国銀行の活動として特に注目されるのは、本邦外債に対
する主力外国銀行の積極的な参加である。
　明治政府は，1870年（明治3年）に鉄道建設のため100万ポンド（第1回外
国公債）を，また1873年（明治6年）に秩禄整理のため240万ポンド（第2回
外国公債）を発行したものの，その後は外資排除論に配慮して，外債発行を停
止していた。しかし，政府は，日清戦争後の1899年（明治32年），ユ000万ポン
ドの外債（第1回四分利付英貨公債）を契機に，外債発行を再開した。この背
景には，日本経済が明治10年代のテイク・オフ過程を経て産業基盤を固め，外
資による植民地化の懸念がなくなったことに加え，日清戦争後，起業熱が高ま
り，資金需要を国内でまかなうことが困難となったこと，幸い日本経済の対外
第9表外国銀行の地域別営業状況 （金額単位・千円）
横浜 神戸 長崎 東京
1899（明32） 支店数 4 2 2
資本金 2．914 工，000 300
支店数 4 3 1
資本金 2，814 1，050 250
1904（明37） 預　　金 4，374 281 692
貸　　出 276 10 330
外国為替 ユ74，292 30，111 4，929
支店数 6 4 1 2
資本金 3，125 1，750 250 200
1912（明45） 預　　金 10，025 2，777 933 1，764
貸　　出 9，824 7，237 279 877
外国為替 289，019117，732 2，624 一
（出典）　大蔵省丁銀行総覧j（第7固，繁12回，第20回〕。
　　同『飽蛾銀行営桑籔割。
　　同『第37次銀行及担保付社債信託事案報告』。
　　但し，支店数は筆者推計日
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信用の高まりから外債発行が容易になったこと，などの事情があった。
　第2回外国公債や第1回四分利付英貨公債の場合も，日本へ進出していた外
国銀行は引受けに参加していたが，新条約実施後も，主力外国銀行は引き続き
引受けに参加した。とくに香港上海銀行は，日本の政府外債だけでなく，地方
公共団体や企業の発行する外債でも，ほとんど常違の引受メンバーであった。
ちなみに，明治期に発行されたわが国の外債は36件総額21億1676万円相当にの
ぼるが，うち33件が明治後期（1899年以降）に発行されたものである（第9表
参照）。これら外債の半分をこえる20件に，香港上海銀行が引受又は募集幹事
として参画しており，また，チャータード銀行も2件に参画している。
第10表　明治後期（1899－1912）の外債発行
種　別 件数 主発行地 発行額 期聞
国　債 9 ロンドン 15，610万ポンド（152，422万円） 7～60年
英 地方債 11 〃 1，221万ポンド（11，927万円） 9－45年
貨
社　債 8 〃 1，851万ポンド（18，074万円） 3－25年債
計 28 〃
18，682万ポンド（工82，423万円）
国　債 1 パ　　リ 45，OOO万フラン（17，415万円） 60隼
仏 地方債 3 〃 15，088万フラン（5，854万円） 20－40隼
貨
社　債 1 〃 65万フラン（25万円） 6年債
計 5 〃 60，153万フラン（23，294万円）
国　債 10 （169，837万円）
合 地方債 14 （17，781万円）
計 社　債 9 （18，099万円）
計 33 （205，7工7万円）
｛出典）　日本銀行国債局丁外債関係資料集」第4集，昭和37隼7月。
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注ω立脇和夫階日外国銀行史』日本経済評諭社，1987年。
　（2）内閣官報局r明治年間法令全書』第23巻の2、明治32年，242－3ぺ一ジ。
　13〕内閣官報局，上掲書，第32巻の5，明治32年，338ぺ一ジ。
　14｝同書，36ユページ。
　（5〕肋∫ψ〃〃吻工η〃187気大蔵省縢8回銀行総覧」（明治33年末）1ぺ一ジ。
　㈹石井寛治「イギリス植民地銀行群の再編」（『経済学論集』第45巻，第1号，昭和弘年4月）
　　50一ユページ血
　17〕肋D的〃妙H舳〃、Ja皿．14，ユ867．
　（8）　丁砲邊月皿珊肋佛gλ1伽囮㎜f∫σr1899Lo皿do皿、p．349．
　（9〕たとえば，大蔵省繍r第1次銀行課報割明治13年，第19款付表。同『明治財政史1剃2巻
　　416ぺ一ジ。
　㈹　石井，前掲誇文，44－6ぺ一ジ。
　㈹　上掲誇文，45ぺ一ジ鉋
　ω　東京銀行集会所［銀行通信録』第34巻，第206号，927ぺ一ジ凸
　口3　　T㎏月o捌腕柵g－4凸閉砲蜆oむ伽1899pp，307－8．
　阻4　B鵬tor，A．S〕．，丁伽1〃舳f㎞一Bo〃5，Londo皿，1935，p．177．
　㈹　桑田竜太郎編榊奈川県銀行会社実業家名鑑」明治35隼，57ぺ一ジ。丁肋肋〃肋g〃伽吻c〃
　　189臭p，378．
　σ自　B鯛蛇r、ψ‘仇，p．17τ
　㈹　大蔵省r銀行便覧」大正7年，728ぺ一ジ。
　㈹　隙行通信録』第25巻，第146号，明治31年1月，138ぺ一ジ。同誌，第26巻，第157号，明治
　　3ユ年工2月，ユ812ぺ一ジ。同誌，第40巻，第238号，明治38隼8月ユ5日，202－3ぺ一ジ。
　⑰9　　T㎏月螂械伽gノ”伽”他田む〃1899p．295．
　㈱　　隙6回銀行総劃（明治31年末〕4－5ぺ一ジ。
　㈱　穣浜正金銀行r横浜正金銀行史』西田書店（復刻），昭和51年（原本，大正9年），5－6ぺ一ジ鉋
　㈲　　丁加B血伽肋伽且■4’伽皿刎‘〃1899p．43L
　鰯　横浜正金銀行　前掲書　389－90ぺ一ジ。
　㈱　明石照男・鈴木憲久r日本金融史』第1巻，東洋経済新報社，昭和32隼，265－9ぺ一ジロ
　㈱　　降8国銀行総劃（明治33隼末）1ぺ一ジ邊
　㈱　隈行通信録I第26巻，第ユ57号，明治31隼12月，1812－3ぺ一ジ。
　㈲上掲誌，第25巻，第146号，明治3ユ隼1月，139ぺ一ジ。
　㈱　同誌，第30巻，察178号，明治33隼9月15日，402ぺ一ジ。
　㈱　同誌，同巻，第ユ79号，明治33年ユO月15日，578－9ぺ一ジ。
　㈹　同誌，同巻，第181号，明治33年12月工5日，789－80ぺ一ジ。
　馴　同誌、第32巻，第192号，明治34牟10月15日，680－1ぺ一ジ。
　鯛　同誌，同巻，同号，682－4ぺ一ジ。
　鋤　同誌，同巻，第193号，明治34年11月15日，836－9ぺ一ジ。
　㈱買弁（コンプラドール）の語源はスペイン語のcompradoreに由来する。もともとスペイン商
　　人たちが清国で通商を行なうために清国人を雇入れたのに始まり，その後欧米商人の多くが（一
　　部の日本商入も）これにならった。ただ，買弁の取引相手は一般に現地人に限られていた，とい
　　われる。
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鯛　田中兄一r日本の銀行広告史」学陽書房，昭和56隼，735ぺ一ジ（陳京日々新聞』明治36年1
　月17日）。丁銀行通信録’第35巻，第208号，明治36年2月ユ5日，303ぺ一ジ。同誌，第36巻，第
　214号，明治36年8月15日，2C1－2ぺ一汎なお，衰子壮の肩書は，露清銀行の新聞広告では「日
　清業務主任」とある（横浜開港資料鎗所蔵『横浜貿易新剛明治31年7月31日）
㈱　　丁銀行通信鋭第36巻，第214号，明治36年8月ユ5日，201－2ぺ一ジ竈
㈱上掲誌，第37巻，第221号，明治37年3月15日，36ユページ。大阪銀行集会所伏阪銀行通信
　録j第88号，明治38年工月，57ぺ一ジ。なお，丁肋州昭ω脇肋s∫，ユ904年（明治37年）2月13
　日号に掲載された露清銀行長崎支店の閉鎖公告の日付はユ904年2月13日となっている。
㈱　東清鉄道は，帝政ロシアが清国東北地方に建設した鉄道。満州里r緩湯河，ハルピンー大達間
　の約24ユOキロの路線からなり，ユ89瞬ロシア政府が清朝から敷設権を得て着工し，工903年に完成
　しれ1952年中国へ返還され，長春鉄道と呼ばれている。
㈱　r銀行通信録』第37巻，第223号，明治37隼5月15日，628－9ぺ一ジ。
㈹　上掲誌第40巻，第240号，明治38年10月15日，491ぺ一ジ。
㈹　同誌，第37巻，第221号，明治37隼3月ユ5日，361ぺ一ジ。
網　r大阪銀行通信録』第100号，明治39隼1月，72ぺ一ジ。同誌，第297号，大正11隼5月，111
　ぺ一ソ。
㈹立脇和夫「戦前期長崎におげる外国銀行とその特徴」（幡営と経渕第65巻，第2・3号，昭
　和6C隼10月31日）263ぺ一ジ。
㈹　r横浜貿易新剛明治43年ユ0月20日。朝鮮銀行調査室丁海外銀行一劃大正4年，406ぺ一ジ。
伜＄　Bra航eηHerbert　M一，力伽他搬3囮他后醐螂U．S．Dep仁of　Co㎜加eroe．ユ93ユ，p．269。
㈹　朝鮮銀行調査室，上掲書，辿40ぺ一ジ。
㈹　r第12回銀行総覧』（明治37隼末）茗［大阪銀行通信録j第86号，明治37隼11月，447ぺ一ジ。
綱　隙13回銀行総覧』（明治38年末），臓14回銀行総覧』（明治39隼末）。畷行通信録』第4C巻，
　第241号，明治38隼11月15日，620ぺ一ジ。同誌，第41巻，第248号，明治39年6月ユ5日，909ぺ一
　ジ竈朝鮮銀行調査室，前掲書，63ぺ一ジ。
㈹　朝鮮銀行調査課晦外銀行現勢』昭和11年，262－3ぺ一ジ。
㈱　朝簿銀行調査室，上掲書，62－3ぺ一ジ。
㈱　　騰ユ4回銀行総劇（明治39隼末〕，騰ユ5回銀行総覧』（明治40隼末）。r横浜貿易新剛明治39
　隼7月30目，同紙，明治40隼12月23日口
綱　　『銀行通信録』第42巻第25ユ号，明治39隼9月15日，363ぺ一ジ。
鯛　上掲誌，第42巻，第252号，明治39隼10月15日，500ぺ一ジ。
副上掲誌，第47巻，第282号，関治42年里月15日，508ぺ」ジ。
㈲　　『横浜貿易新聞」明治42年5月7日。
㈱　　r銀行通信録j第48巻，第285号。明治42隼7月15日，4ユページ鉋
㈱上掲誌，第μ巻，籍265号，明治40年1ユ月15日，667ぺ一ジ竈臓浜貿易新剛明治40年ユ2月23
　日邊
闘　　r大阪銀行通信録』第ユ33号，明治41年10月，94ぺ一ジ竈
鵠　『横浜貿易新聞」明治42隼10月22日。丁銀行通信録」劔8巻，第289号，明治42年1ユ月15日，
　脳ぺ一ジ臼
㈱　畷行通信録I第52巻第31ユ号，明治4年9月20日，399ぺ一ジ。
帥詳細は，明治末期及び大正期のr銀行通信録1を参照されたい。
鯛上掲誌，第41巻，第螂号，明治39年6月15日，906ぺ一ジ。同誌，第毛2巻，第254号，明治39
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　年ユ2月151ヨ，766ぺ一ジ。
㈱　同誌，第4工巻，第248号，明治39隼6月15日，906ぺ一ジ。
㈱　同誌，第42巻，第253号，明治39年11月15日，633ぺ一ジ。
6司　　丁㎏工o醐由椛B皿”㎞∫，1908－9，p，8一
㈱　隈行通信劇第45巻，第271号，明治4ユ年5月15日，694－5ぺ一ジ。
㈱全国銀行笛会遵合会陳京手形交換所五十年史」昭和42年。
鯛　安劇ま中国遼寧省の港湾都市。1965年に丹東と改称。鴨縁江下流の右岸にあり，北朝鱗の新義
　州と相対し，両国を結ぶ交通と通商の要地。大豆，大豆油，木材などの主要な輸出港である血古
　くは一地方都落であったが，米清通商拡張条絢（1903年）により閑港され、1905年（明治38年）
　第一銀行，翌ユ906年横漢正金銀行が進出し，出張所を設けた。（第一銀行は191C年に廃止）。日韓
　併合（191C年）以降は日本の満鮮一貫経営の根拠地として栄えた。
㈱　合盛元銀行神戸支店及び凍京出張所の關設時期は，丁第15回銀行総劉（明治40年末）では，本
　文のように言己されているが，『大阪銀行通信劇（第ユ16号，明治40年5月）では，明治40年4月
　中とあり，又，r銀行通信録H第μ巻，第262号，明治40隼8月15日）は神戸支店開設を明治40
　年6月中旬，と記している。
㈹南満州鉄道1株式会社備州二於ケル支那側金融機関ト通貨』大正8年，31ぺ一ジ。
㈹田中，前掲書，737ぺ一ジ（「大阪朝日新剛明治42年1月20日付広告）竈
㈲拓植局臓州各主要地二於ケル通貨及金融機関』明治44年，50－1ぺ一ジ。
㈲　南濱州鉄遣株式会社，前掲書，32ぺ一ジ。
例　　悌19回銀宥総覧」（明治44年末）4ぺ一ジ。
㈲　　隈行便覧1大正7年，728ぺ一ジ。
㈹　立脇，前掲書，226－33ぺ一ジ。
㈹　日本縫済調査協議会円本の為替・貿易金醐至誠堂，昭秘O隼，18ぺ一ジ。
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